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業

1.沿　　　　　革

昭和21年　4　月

昭和23年　7　月

昭和27生　4月

昭和34年　4　月

昭三和35年10月

務　　　報

既設撮械工集成所施設を引続き長浜市に県立長浜工業試戦場

を設置.稔紳乳頼経部の2部門を置く｡

木工部門を増設し. 3那弓となす｡

捜購改革に伴い.轍維前門を分蛾し名称を酵賀県立裁桝金属

工兵指導所に改称す｡

本指導所の整備計画並びY,L彦坂市えlr,移転と庁舎の新薬を決

定(彦根市岡町)

庁舎新築工乱読検分折設備の設蓮を完了し10月29日に

竣工式を挙行.同日より新庁舎において兼塀を開始す｡

昭和37鑑3月　　別館(精密洗練加工t熱処理中間試験工数ジグポーラ宴･

その他研究室)増築竣工｡

2.位　　　　　置

彦根市岡町52番地　TEL(#敬12325

兼海道線彦根駅よ　り南方　　　　2恥

近江鉄道(私鉄)彦根口駅より南方　　0･15払

模　地物

土　建1　　23　　3

規●

OJ

3.398.0.9n19

928.41m5

太　　館　　　543.09打戸

別　嬉　　330.60TF

その他　　　　54.721㌔

様　式:鉄筋コンクリート補強ブロック平屡

教'去長~巨声l コ二三｢ 亰ｨ蹌�その他 劔俘xﾇb�

~主宰補 竸�.侈b�工l手 �+ｸ,ﾉ�ﾂ�用務貞 

■7 一 呈ﾆ鳴����2 ���16 

tJへ

秩

棚　　i

r｣IL
長所

人事･庶欝･経理

｢蔑梯部~柵紳-非細紬.鮒加工研究
特殊加工的放研究室

冶　金　部-熱処理･鋳物砂･冶金

化　学　部-化学分析･織器分析･公害研究

特殊分析部一一一発光分析

6･業　務　内　容

県下横梯金属工業の鼓術の向上と業界振興のため次の業務を行なう●

rll中小授械金属丁_薬に対する技術の実地持導に関すること｡

(2t)放抄金属0-)加工技術の諭換研究に関すること.

(31製品ならぴr'･_その祭料および資材の誌操分析および鑑定に関すること｡

(41枚捗器具の試作.改良および修理に関すること｡

(51鮒けttl～-{報器具の使用に関すること｡

7.主要設備機械器具

rコb Pロ.七一 亢ｸｦ��

旋埠 釘綺��¥H��

電子管式万能材料試験棟 �$Vd偬ﾓ��B�

シャルピー衝撃試験棟 添V)i��

プリネル硬度計 冩ｸ�8詹:韭經��ﾓ2����鰾�

ショアー硬変計 �8ﾅ��

金属摩耗拭陰鼓 ��ﾈﾋH��8�捶��ﾓ#R掩��

工業用Ⅹ線探債織 宝#��ｵe��Vﾔ��

I-高周波誘導電気炉 I 陪�ﾓ3Rﾄ坊WIo����｢�"�

L二竺空マップル_堅_ �4ﾄ�bﾓ�Hﾅ��4ｵs$��X�紊��
藩　衆　窒　化　炉 950-1.∝沿t　200X5咲)xl50

鋳　物　砂　試　験　粍 粘土分.通気性.万能強弱.水分

万能故を定竜分析装置 CM-2型　検休竜　2-5ITFg
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品名 亢ｸｦ��

電解分析装置 �"��ﾓ(ﾅ�)����ﾓ"�c�ﾒﾓT��爾籀�ﾈ耳��耳��耳爾��ﾈ耳耳耳耳耳耳耳�Rﾘ��������������耳����ﾘ���

自記ポーラログラフ 友��ﾓ(ﾅ靠�zﾈ7ﾈ�ｸ8�8ﾘ5�8�7I�Y'YWB�

分光分析装置 ��謦ﾓ�s�ﾅ�#��D｢ﾕ8�X覆�

工具穎徴鏡 偬8�(���##RR�

飽面樹皮計 兀�8x�EGDhﾅ��

ア喝一一型万能材料試横磯 �3�B�

アイノット衝撃試推耗 都X､�ﾒ�簫褪粢��苒粲R粐襄��磁�ﾒ闔｢鶻鶻粐闔｢簫簫闔ｪR籀耳耳耳耳耳耳耳爾�

E)ツクウエル硬圧計 �x������S�h��

ピッカース硬度計 菱ﾘ(��RﾓU��貞���

捷朝一五一五~｢有1 曝揵nﾉY��+���5�8(�ｸ8�6ﾘ6s�;�ｸﾎ��

万能金属顕散鏡 峰W�ｴ停�ﾅ蜒Dx��#H+�EB���

金属試片研庁粒 ��i���&Hﾆ���ｧDS9&兔��ﾂ�

高岡波連続移動焼入装置 漠Nﾘ�yﾘﾜY�Y+x5CS�6ﾈﾇﾙ�｣3�wﾒ�

iテンパー炉 田�wC$4�'��2迂��

焼　入　瞳　試　験　棟

ひダノブ試蛎用定的簡器

断　熱　熱

p　上王　メ　ー　タ　ー

鉄窮巧のC･稚烏分析装置

プ　E)ツ'7　ゲ　-Il'/

鮒　射　測 故　計一

8.昭和37年度購入主要設備

ジヨ　ミニニー

12個組　尭肝

賦研式　改良B型

〇C - 12rJ_le:.i

硫子亀犠凱･:- 5A型

47. 76. 1柑個組. B級

品名 亢ｸｦ��I 品名 亢ｸｦ��

ソルトバス電気炉 �+y+�."ﾓ3�uﾕs������#S���3���(覆�･光電分光光度計 僥y+r��f蔦S�ﾅ��#��ﾓ�#��F萋ﾂ�

万能研削盤 俵T�#RﾓS����____一 ��

_4-

一　　　　　　　l

9.決　　　　　算

歳　　　入

) 科目 劔予昇胡 刔�.瑛��

款 俘��目 ����

使用料及び 手数料 ��i �.5iOC4,DOG �2���RﾃSビ�

｣ 剪�

手数料 白�x��煉赫金属工業 指導所手数料 迭ﾃ��Bﾃ����3,OO5,587 40.275 

推収入 鳴����� 辻�6.000 

I 物品売 私代金 儻9w�V僣IZY�8ｾ����践紳金属工業 指導所収入 ��ゆDD����6.140 

過年度収入 鳴��h暹D�7茨ｹ?ﾂ�他動36生皮 電気税還付金 鳴�34.135 

計 �- 版F�ﾂ�Jlio_4_5:㍗.2_j 

節一一､-､､_El 綿����試韓指導箪 倡ｹ�ﾙ�餔X馼沓ﾖ�2�I 公害防除hi舞茸 

旅軒 田R纉�"�580,985 �#Bﾃ�?､2�18,990 

- ��--- �� 

確旗-..fi ��18,080 �� 

賃金 鼎B繝���- 辻� 

消耗品留 蔦r��ﾃsCb�747,715 ��50.955 

感料蛍 鼎"ﾃ塔"�85.94占 辻�10,785 

食橿貸 添�ゅ����28,985 ��一 

印刷取木-ia ��Bﾃ����57,000 ��22.000 

光熱水筆 ��544,572 ��2.106 

通信運搬資 �.亶S����18,997 ��5.DOG 

借料及鎖料 ��rﾉ�����5.008 �� 

手数料 澱ﾃ����暮72.000 �� 

修繕料 �#r繝���1占4.940 �� 

工事請負賓 ��SRﾄF�� �� 

備品費 塔b�����I t548,000 釘����ﾃ����26,000 

計 ��ゴBﾃcC��5.667,940 津Bﾃ�#Bﾄ�B�155,810 

L人件鍬,土含まず)



10.業　　務　　の　　概　要

茶所の主要乗務は試軌指導及び研究であり.その内依頼試軌王本所兼務の大半を占め

その件数は正々増加の傾周を示している｡又黄者はその試顔の迅速性を要求し一日も早き

を望んでいる.之は業者の品質管理面Q)進歩の証左であり.各種データ一により品質の同

上を図ろうとしている.

そこで茶所は之の要卦こ応えるべき人手の不足は鴎時職月を以って補ひ又時間の不足は勤

務の延長による等あらゆる手段をこうじ比の兼務の遂行に傾注した｡その実績は次表の通

りで又適時効果的に実地指導.講習会,展示会等を開催しその技術を同上せしめるべく努

めて来た｡　又織械部品等の熱処理技術の研究し国庫補助】即ち井樺.プッシュ等要部

品の村有の吟味並びにその摺り合わせ部に於ける相対的暁入硬度の研究の一部を行った.

更に工業観光課依頼の公害関係の伊吹村のセメント降下集塵丑の測定等をも行った｡

尚本県損捗金属工業は近時の工場誘致虹よりその前途は車に開けつゝあります●しかし乍

ら既存車小槌械金属業者の技術水準は誘致工場のそれとの差が大きく.その発展の醍格と

なっている｡そこで本年度において熱処理技術の指乳鞄械加工妓取掛こ舟密加工鼓術

の指萄佐制を整えるべく別館を新築し.自乾車振興会より自転車等扱械工業振興事業費補

助金を得特殊加工開放研究室を設置した｡

日.業　　務　　実　　演

11･1指　導　事　項

11･1･1裏地指導

書寿物抄の水分管理

鋳型の硬度

超硬バイトの研昏

11･1･2　技術相鉄(主なるもの)

銅管バルブの熔接について

低炭素鋼の高周波熱処理打ついて

金型加工稔の層定について

草刈り刃の加工と熱処理打ついて

耐衰耐7ルカリ性パッキンについて

工場穐械配置について

被研削物と周速度と仕上面とU,関係

耐頗パルプの成分配合について

耐熱持鋼の熱処理について

_･･6-

熔解および鋳込温度

風正風号の諏節(,=ついて

測定器の取扱い法

自動車部晶の熱処理について

ダクタイル鋳鉄の配合成分pこついて

ステンレスの焼鈍について

ゴム合成樹脂製品の物理拭魚法

鋳鉄管の検査触法

JIS. ASTLi　の槻係について

熔解炉の改造について

耐責基礎L,ついて

温浴炉の設計について

ド

11･2　手管会および見学会

種別 月日 唸ﾗX�橙�剏ｩA 

題目 俎X蹌�受講人月 侈乂y�b�参加人月 

37与(12 �5H,x,ﾈﾋI68,b�+ｸ,ﾉuﾉf嬰��目茶ノックスライトKK 菅沼筆些 鼎�� ��

Sjb 杯ﾆif�uｸ���豊和工業Ⅸ 山大均氏 鼎�� ��

13il ��9lｩ-儁X,ﾂ���ﾞﾉd��田㌔芳IBa所光氏 �3�� ��

A8～19 �� ��男L貯変哲蓋 �3��

‰～26 ��ﾈ�ﾆｨ�(����ﾔ鮎b�ﾆ�8�(ﾗX�橙�b｢��萎ﾘ,�,(*(,B�棟木チチン製作所 田中清氏外1名 途��� ��

17 剪�富士車頼製造Ⅸ �3��

1>19 剋O菱造船laC 田野富生民 鼎$�� ��

95 �� ��島津金属工業KK �#R�

1 38 額6-27 ��!池野I薬JOi 剴#��

鋳物技術者 講習会ぎ ��XｬHｽixｸｬ駛YH｣3vb�� 

11･3　技術指導件数

技術指導内等 佇��B�技術指導内容 佇��B�

依頼試験検定換査 澱繝C2�講習会研修会等 澱�

依頼分析 ��ﾉZ｢�偵#�ｃB纉Cr��展示会 峯��ﾂ�2�

謂集加工試作 ��2�実地巡回指導 ��窗��������2ﾗ����wB�C��

胡散鏡組織写真其の他 ���"�技術点養成 �9�ﾊ"�

鋳物砂就職 涛"� 偃r�

技術相鉄 I �#���合計. l 唐經#ｈﾈ�籀���ｳ2�2薺｢��ﾘ耳耳爾ﾆ��

11･4　研　　　　究

1執械部品等の熟処理技術に関する研究

拍tuf司け低圧パルプ部品快樺･はめ輪等)に使用される13fT系ステンレス鋼の熱

処理による歪の減少と疲労鞭の河上絹的として高周波による.焼入.境戻しの

熱処理条件による韓性･Eの変化を測定したその結果の大要は次の即である｡

(1日3C,系ステンレス卸塙周波表軸人による最高硬度は全槻人のそttよ｡も

-7-



50-70上り高値を示すC

(2) 13〝系ステ/ I/ス銅は他の炭素鋼､低合金鋼に比L魔人硬化能が大なるためK

表面焼人を目的とする高周波境人に於ても硬化深度が大となり内部歪の増加を助

長するo Lかし､この時生じた内部歪は後の焼良しを行うlこより除去することが

出来連に疲労強圧の向上に資することが出来るt･.

(3)焼兵し効果は.特に疲労強度に碗箸に現れ薪敢組成にて見出された操共析組

級の焼戻し効果及び内部に点在Tるで′レテノサイl･塩魚Q磯戻しソルバイト化(･=

よる組鼓故事の効果が大なる影響を及ぼすものと推察されるo

Ⅱ　伊吹村における降下技塾豊の制定

日　的　及　概　要

大枚窯業セメント株式会社伊吹工場より排出-LJ･る降下媒泉の伊吹村における地

域的降下量を酬吊する為昭利3b峠7月より現在まで.ダスト捕兵器を15箇所

設思し.月1回づつ継続的に分析を行っている

分　　析　　法

試料の全盲11を剃り､溶炉塩物常t不溶廃物膏とをf:pJ別し､枯解任物質において

はPH(ガラス電棲三1王i芳; ) I 〇{fLl(干ししト酒j志F. ) ･Si.:=: (扱う't光度法)を測定し

不満解物寛においてlま話頭残査iJ未6[･.士IT)i-a･計を以って降下集塵総量とした,I

結　　　　　　果

結果の詳経は名指するが沢J)ようで_%った､..

昭和36年7月～昭和･38年6月cl'平均降下孟

(単位　も頁)

I 地点 ���2 �2� �� 途� 

14 ��ｳR�6 �8 

降下量 道L33b�!乱49 白�3偵c��32.41 �"�ｹ�B紊��し21.37) 23.81 ��や�#R�(32.20) 30.95 

! 湯�10 免ﾂ�12 ��2�14 ��R� 

20.86 免ﾂ紊R�.17.28l 姪#2纉��18.10 ��R縱R���8.90 ��

(証)地点6･8は設置場所移転( )は最初5ケ月間Q)平均

①　明F,かに乍メンtQlストが降下しており.鞄こ地点2･ 3･ 4. 8. 12等は日

本の主苛工業地域に必適するような降下丑を示L･ている0

-8-

㊤見他如上｡冬伽は工場の東伽地削8･ 12)軸は工場の棚叫

域(2･ 3･ 4)に多く挿下している｡

11･5　特殊加工開放研究室

切BEJ=具の熱処理又｢鰍科の珊接触ついて研究指乱加=托政和行って

いる｡

A･研究.指導事韻の主なるもの

tAj高速度鋼の熱処理作業標準の設定,

(頚　熱処理歪の防除法について

(C)被研削物に対する拓の選択

B･加=の主なるもの

払)自動車の部分品

(BJ　-･ルブ部品

tcJ =作磯城部品　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　I

bI助胞汝部品

】2.事　　業

施設長加薬として熊処即鴨故工場､柑-工軌紬和室･軸加工取乱

公等研究豊新紬一棟を紺し又帝殊加工開放弼塗の施設-て万能研削盤根臥

たo
I

土　地　1487･6･tJ (彦根市捷供)

建　　坪　　　330. 6 .a

'様　式　　鉄筋コンクV-トJ補強ブ-岬星

｢

13.職　長　研　修

場伸す硝界の欄のためには･研技術職如拙の技術一字轍を習得せしめ.

指離力細めておかなくてほならないので･-旺2名神小様相七ン一に柑

し研修せしめた｡

I川　研　偉功　8

(2)研　傭　寺

刷研　修期　仰

糾研　修　場　所

1川　伊　佐　演　目

C2)研　傭　寺

=兼舟析虫･
′嘉　井　義　弘

37･10･1 -37.12.28 (実地)

名古屋=美技術試験所(実地)

吸光光度分析法(=鶴男水)

永　田　義　明
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15)研　箇　期　間

糾　研　修　場　所

14.戟　　員

所

翫

庶

謂

技

名

最　長　長　長　師

係　係

所

務　導

〃　　　′

ノ

縛　　　捕　手　員

〝　師　〃　事　　　務

技　　　主　工　用

37.7.1 -37.9.3O(実地) 38.1.7 -38.3.31 (座学)

東京工業試験所(実地)　中,)､金臭指導セyクー(座学)

立守　宮　坊布　森　藤川永　上辻福　甲　千倍壕 花　出　都　農　施

井　崎　t;E　迅

総　一　郎(38.6. 1新任)

太　　　郎(38.4.10退任)

太

患　家

野　　　輔

勇

弘　勲

重　　　野

成　　　男

久　　　男

本　　　四　　　郎

山　　　野　　之(38.4. 1新任I

Bjt　　　捨　　　森

口　　　英　　　百

田
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